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１　開催日　平成３０年８月２５日（土）

２　開　場　長浦おかのうえ図書館　３階　視聴覚室

３　日　程　　９：３０～１０：００　受付

　　　　　　１０：００～１０：０５　開会・趣旨説明

　　　　　　１０：０５～１０：３５　「神田古墳群」　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　１０：４０～１１：１０　「鼻欠古墳群」　　　　　

　　　　　　１１：１５～１１：４５　「打越北上原古墳群」　　

発 表 遺 跡 位 置 図
（　：前方後円墳、　：前方後方墳、●：円墳、■方墳）
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遺跡の概要　
　神田古墳群は、蔵波川右岸の標高

約 36 ｍの台地上に所在した古墳時

代前期の古墳群です。

　本古墳群は、長浦おかのうえ図書

館の建設に先立ち平成５年度に発掘

調査が実施され、縄文時代～中近世

にかけての遺構と遺物が発見されま

した。弥生時代、古墳時代、中・近

世には墓域として利用されており、

この地域のお墓を考える上で重要な

遺跡です。

神田古墳群
　神田古墳群は、前

ぜ ん ぽ う こ う ほ う ふ ん

方後方墳２基

（１・２号墳）、方
ほうふん

墳２基（３号墳・

１号方
ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓）の合計４基で構成

される古墳群です。１～３号墳は台

地の西側縁辺に沿って、北西側の台

地先端部から１号墳、２号墳、３号

墳の順で、連なって築造されていま

す。一方、４号墳は、２号墳の北東

側５ｍのところに築造されていま

す。いずれの古墳も北西－南東方向

を向いて築造されています。

　１・２号墳は、前方部を北西側の

台地斜面側に向け、残っている墳
ふんきゅう

丘

の長さは 20 ｍを超え、後方部の墳

丘の高さは３ｍ以上になります。埋

葬施設は墳丘にはなく、周
しゅうこう

溝内から

見つかっています。発見された遺物

は、１号墳の墳丘からは表面を赤く

塗られ底に意図的に孔を開けられた

壺が、２号墳の周溝からは東海地方

西部の特徴を持つＳ
えすじじょうこうえんだいつきがめ

字状口縁台付甕

が見つかりました。３号墳は１辺

13 ｍ程で、墳丘の高さは１ｍほど

になります。墳丘から埋葬施設が見

つかり、周溝内からノミ形の鉄
てつぞく

鏃が

発見されました。４号墳は１辺９ｍ

程で、墳丘は若干認められました。

まとめ　

　袖ケ浦市内の前期前方後方墳は、

のぞみ野地区の山
さ ん の う べ た

王辺田遺跡、三ツ

作地区の宮
みやのうしろ

ノ後古墳群、滝の口地区

の滝
た き の く ち む こ う だ い

ノ口向台遺跡で見つかってお

り、神田古墳群と同様に小規模な方

墳が付随する構成となります。ま

た、周辺の遺跡にも小規模な方墳が

認められます。発見された遺物に

は、東海、北陸、近畿地方のものが

含まれており、それらの地域と交流

があったようです。

　これらは、前方後円墳体制が広

まってくる中で、これまでの墓制を

継承し、前方後方墳を中心とした小

地域の支配関係を示していると考え

られます。神田古墳群の前方後方墳

には、蔵波川の中・下流域を支配し

た者が葬られた可能性が考えられま

す。

神
じんでん

田古
こふんぐん

墳群
- 長浦おかのうえ図書館にあった前期の古墳群 -

神田遺跡・神田古墳群全体図

神田遺跡・神田古墳群航空撮影写真（北→） 神田古墳群出土遺物

３号墳
ノミ形鉄鏃

１号墳　底部穿孔壺

２号墳
Ｓ字状口縁
台付甕

図出典：當眞紀子 1995『神田遺跡・神田古墳群』（財）君津郡市文化財センター
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○○○図

鼻欠古墳群地形図（１：5,000）

鼻欠１号墳

５号墳

４号墳
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１号墳周溝検出状況 ３号墳遺物出土状況

４号墳遺物出土状況 ５号墳出土鉄製釣針

遺跡の位置
　鼻欠古墳群は、ＪＲ内房線袖ケ浦

駅から北東へ約 1.3 ㎞の袖ケ浦市立

昭和中学校付近に所在します。境川

の開析により形成された舌状台地の

縁辺部標高 22 ～ 24 ｍに立地してい

ます。

鼻欠古墳群
　鼻欠古墳群では、現存する鼻欠１

号墳と開発による発掘調査で３基の

古墳（３～５号墳）が確認されてい

ます。この他に昭和中学校の北側に

１基（２号墳）あったとされていま

す。少なくとも５基からなる古墳群

とみられます。

　１号墳は、平成 29 年度に古墳隣

接地の開発に伴い古墳の周溝の一部

を調査しました。１号墳は円墳で、

市内でも数少ない横穴式石室を有し

ます。現存する墳
ふんきゅう

丘の規模は、直径

10 ｍ、高さ３ｍを測ります。周溝

からは土
は じ き

師器片が出土しました。

　３～５号墳は、昭和 55 年度に昭

和中学校建設に伴う発掘調査で検出

されました。３～５号墳は墳丘部が

削平されていたため、高さや埋葬施

設の形状は不明ですが、円墳である

ことがわかっています。古墳の規模

は周
しゅうこう

溝外径で３号墳９ｍ、４号墳

17 ｍ、５号墳 24 ｍを測ります。古

墳の周溝からは、数多くの遺物が出

土しました。３号墳からは、鏃
やじり

や

刀
と う す

子等の鉄製品や土師器の甕
かめ

や須恵

器の壺が出土しました。４号墳から

は、土師器・須恵器の壺や多数の坏
つき

が規則性をもって出土しました。５

号墳からは、土師器の坏や壺のほ

か、被葬者の性格を示すとみられる

鉄製の釣針が出土しました。また、

古墳群周辺の採集遺物として水
すいしょうせい

晶製

の切
き り こ だ ま

子玉や手
て づ く

捏ね土器等が伝わって

います。

まとめ
　古墳は全て円墳であり、出土遺物

から古墳時代中期～後期にかけて５

→４→３号墳の順に築造されたとみ

られます。４号墳では、遺物の検出

状況から、古墳構築後に繰り返し祭

祀が行われていた可能性がありま

す。また、５号墳から鉄製の釣針が

出土したことから、被葬者は海との

関わりが深いと推測されます。鼻欠

古墳群周辺の台地上には古墳と同時

期の集落が分布しており、関わりを

探る必要があります。

【図出典・参考文献】

鼻欠遺跡調査会 1984『鼻欠遺跡』

／袖ケ浦市史編さん委員会 1999『袖

ケ浦市史　資料編　原始・古代・中

世』／袖ケ浦市教育委員会 2018『平

成 29 年度袖ケ浦市内遺跡発掘調査

報告書』
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- 古墳時代中期～後期築造の神納地区の古墳群 -



打越北上原古墳群地形図（１：5,000）

打越北上原古墳群第３号墳

周溝復元図（１：500）

石室内の様子（戦後調査時の写真）
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出土馬具片

遺跡の位置
　打越北上原古墳群は、久留里線横

田駅から南側へ約１㎞の中富地区打

越に所在し、小櫃川中流域の標高

40 ～ 50 ｍの台地上に位置していま

す。現在、古墳群の大部分は種苗育

場の畑地として利用されています。

打越北上原古墳群
　打越北上原古墳群は、前方後円墳

２基と円墳６基の計８基で構成され

る古墳群です。古墳群は北側へ延び

る舌状の台地の先端部と、短い尾根

を挟んで西側へ延びる台地上に立地

しており、北側台地上に前方後円墳

１基、円墳３基、西側台地上に前方

後円墳１基、円墳２基が現存しま

す。円墳の第８号墳は消失のため、

詳細は不明です。北側台地に立地す

る第３号墳は、市内では数少ない前

方後円墳であり、墳
ふんきゅう

丘の残りが良い

ことから、昭和 59 年に袖ヶ浦町指

定文化財（現：市指定文化財）に指

定されています。

打越北上原古墳群第３号墳
　打越北上原古墳群第３号墳は、全

長 44.5 ｍ、前方部幅 24 ｍ、後円部

径 24.5 ｍを測ります。前方部・後

方部とも地表からの高さは５ｍを測

ります。古くは昭和 25 年頃にアメ

リカ進駐軍将校マッコード少佐らに

よって調査が行われ、横穴式石室で

あったことが知られていました。し

かし、当時の調査記録は写真が数枚

残るのみで詳細は不明でした。そこ

で平成 27・28 年度に後円部の南側

周
しゅうこう

溝部と墳丘部の調査を実施した

ところ、後円部において幅 5.5 ｍ・

深さ 2.9 ｍ以上の盾
たてがた

形と推測される

巨大な周溝が見つかり、横穴式石室

に用いられたと推測される軟
な ん し つ さ が ん

質砂岩

や、市内初の金
こんどうそう

銅装の馬具片が出土

しました。

まとめ
　近年の調査成果から、第３号墳は

大規模な盾形周溝を有する６世紀後

葉の前方後円墳であると推測されま

す。また、古墳の規模や副葬品から、

被葬者は小櫃川流域に多数築造され

た古墳群の中でも有力者であったと

考えられます。

【図出典・参考文献】

袖ケ浦市史編さん委員会「袖ケ浦市

史　資料編１　原始・古代・中世」

袖ケ浦市／大河原務他 2016「平成

27 年度袖ケ浦市内遺跡発掘調査報

告書」袖ケ浦市教育委員会／大河原

務 2017「平成 28 年度袖ケ浦市内遺

跡発掘調査報告書」袖ケ浦市教育委

員会
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